
三次支援の場 【療育の場】

●受給者証必要なし
「いこいの家」親子教室（たんぽぽ・ひまわり・ミニひまわり）
母子療育訓練センター「うみのこ」親子教室・並行通所
●受給者証必要
児童発達支援センター「いこいの家」「もも」
児童発達支援事業所

超早期発見

一次支援の場
子育て支援センター、こども園、保育園、幼稚園等

健診後フォロー

1歳６か月児健診

発達障害者支援センターきらりは随時相談支援を行う

二次支援の場

ぱすてるひろば
（障害福祉企画課）

６か所（各区２か所）
６回×１～２クール （３～６か月間）

子に応じた
早期支援

参加状況の情報提供
※希望者のみ ※R４年度開始

かかりつけ医

アセスメントの場

あそびのひろば
（子ども家庭課/各区健康支援課）

６か所（各区２か所）
５回×１クール （３か月間）
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あそびのひろば

登録者 275名

①終了者 39名

②下記相談機関を紹介 224名

ぱすてるひろば 191名

いこいの家 24名

うみのこセンター 2名

事業者等 5名

発達支援健診 0名

医療機関を案内 5名

その他の機関 0名

③その他 12名

専
門
機
関

ぱすてるひろば

登録者 210名

終了者 184名

いこいの家 41名

うみのこセンター 17名

児発等 37名

保健師フォロー 45名

卒業（入園等） 44名

終
了
者
内
訳

●支援の場が足りない（令和６年度の推計の見込みが定員を上回っている）
【対応策】開催箇所を増やせるように要望していく

●1.6健診の際に、発達が気になる子の保護者にあそびのひろばを紹介するが、
参加意思のない保護者へはどのようにアプローチをすればよいか
（参加しない理由…入園している、様子を見たい等）
【現在のアプローチ】
・２歳児育児相談や心理相談等へつなぐ
・保健師による家庭訪問など継続したフォローを行う

●かかりつけ医へ対応方法についての周知が不足している
【対応策】かかりつけ医用の相談先一覧、フローチャート等を作成する等

【R4の評価】
・計画通り実施した
・事業開始から５年が経ち、今後の
事業展開や、現場での困り感を再確
認し、事業のブラッシュアップを図
る必要がある
【取り組み】
事業者、関係課との連絡会の開催
（９月１３日開催予定）

課題

R４実績と評価・課題
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